
令和７年度草の根・人間の安全保障無償資金協力 

① 「東北農林工科短期大学畜産訓練機器整備計画」 

 

１． 案件概要 

 東北農林工科短期大学において、畜産訓練機器一式（計 11 種、24 台）を整備することにより、

法令で定められた職業訓練の実施を可能とし、もって同大学の教育環境の向上に寄与する。 

 

２． 対象地域と現状 

（１）ランソン省トゥアンソン村 

（２）東北農林工科短期大学は、農業環境省傘下の専門短期大

学（高等専門学校相当）として、主に東北部農村部出身の低所

得世帯の学生、特に少数民族（全生徒の７割を占める）に職業

訓練を提供している。ベトナム政府の、特に東北部における林

業から農業、とりわけ畜産への転換政策を受けて、同大学は畜

産人材の育成に大きな役割を担っている。畜産及び獣医課程に

は 281名の学生が在籍し、養豚、養鶏等の畜産技術を学んでい

るが、法令で定められた職業訓練に必要な専門機器が不足して

いる。現在、外部団体や企業の協力を得て校外実習で対応して

いるものの、利用時間や訓練機器の種類、人数に制限があり、

調整に手間がかかる上、必要な実習全てを実施できない状況に

ある。校外実習施設への移動時間も課題となり、効果的・効率

的な技術習得に支障をきたしている。 

  

   獣医課程の授業の様子 

 

３． 供与金額 124,756米ドル（18,713,400円） 

 

４． 実施団体 東北農林工科短期大学  



令和７年度草の根・人間の安全保障無償資金協力 

② 「ディエンビエン省ムオンチャ郡多目的避難施設建設計画」 

 

１．案件概要 

 ディエンビエン省旧ムオンチャ郡において、パハム村サンスイ地区及びムオントゥン村フ

オイトン２地区の各地区に多目的避難施設１棟（135㎡、鉄筋コンクリート造、集会室１室、

多目的室２室、男女別トイレ各２室、舗装広場）を建設することにより、災害時の避難スペ

ースの確保を図り､地域の災害対応能力の向上に寄与する。 

 

２．対象地域と現状 

（１）ディエンビエン省パハム村サンスイ地区・ムオントゥン村フオ

イトン２地区 

（２）ベトナム政府は、防災法に基づき、コミュニティハウス等の公

共施設を多目的化し、災害時には避難所として活用する方針を掲げて

いる。しかし、旧ムオンチャ郡は峻険な山間に点在する集落を多く抱

えており、アクセスも困難であるため、すべての地区に十分な多目的

避難施設を整備できておらず、災害時に住民を収容しきれないおそれ

がある。とりわけ、本計画の対象地区であるパハム村サンスイ地区（96

世帯、823人）及びムオントゥン村フオイトン２地区（21世帯、350

人）は、郡内でも特に険阻な地にあり、近隣に避難所として利用可能

な耐災性を有するコミュニティハウスまたはこれに代わる施設が存

在しない。2024 年７月の台風２号や同年９月の台風３号による洪水

及び土砂災害では、住宅 38 棟が全壊するなど甚大な被害が発生し、避難施設の必要性が健

在化したことから、両地区においては、災害時の安全な避難所としての機能を備え、かつ平

時には防災教育や地域活動など多面的に活用できる多目的避難施設の整備が喫緊の課題と

なっている。 

 

台風３号（ヤギ）による土砂災害で倒壊した家屋 

 

３．供与金額  111,179米ドル（16,676,850円） 

 

４．実施団体 ワールド・ビジョン・インターナショナル・ベトナム  



令和７年度草の根・人間の安全保障無償資金協力 

③ 「ソンラ省キムボン小・中学校寄宿舎建設計画」 

 

１．案件概要 

 ソンラ省キムボン村のキムボン小・中学校において、寄宿舎１棟（403.2㎡、コンクリー

ト造、12室）を建設し、宿舎備品（二段ベッド 156台）を整備することにより、僻地におけ

る児童・生徒の生活環境の改善を図り、もって初中等教育の教育環境向上に寄与する。 

 

２．対象地域と現状 

（１）ソンラ省キムボン村 

（２）キムボン小・中学校は、キムボン村で唯一の初中等教育機関

として、地域の児童・生徒を受け入れている。現在の寄宿舎は 20年

以上前に建設されたもので、老朽化が進んでいる。2024年９月の台

風３号によって損壊した屋根は臨時的に修理されているが、天井や

床などの内装の劣化著しく、生徒の安全や健康への影響が懸念され

ている。寄宿舎は 13 室しかなく、利用者 443 人に対して多くの生

徒が１台のベッドを二人で使用するなど、寄宿舎の不足が深刻であ

る。また、寄宿舎を必要とする児童・生徒は 755人と収容人数の約

２倍に達しており、入居できない 312人は人民委員会や学校の協力

で近隣住民のもとで下宿している。 

現用の寄宿舎 

 

３．供与金額  228,688米ドル（34,303,200円） 

 

４．実施団体  キムボン村人民委員会  



令和７年度草の根・人間の安全保障無償資金協力 

④ 「クアンチ省ヴィンリン村障害者職業訓練校舎建設計画」 

 

１．案件概要 

クアンチ省ヴィンリン村において、障害者向けの職業訓練施設１棟（コンクリート造、２

階建て、教室３室、相談室１室、トイレ２室、計 480㎡）を建設し、訓練機器及び備品（線

香製造機２台、書架１台）を整備することにより、同郡の障害者に対する職業訓練環境の向

上を図り、もって障害者の社会参加及び生計向上に寄与する。 

 

２．対象地域と現状 

（１）クアンチ省ヴィンリン村 

（２）ヴィンリン村には、旧ヴィンリン郡唯一の職業訓練サービスを

提供する公的施設として、職業教育・生涯教育センターが設置されて

いる。旧ヴィンリン郡人民委員会は 2023年に、豪政府や国際 NGOの

支援を受けて障害者のさらなる包摂に向けた調査を行った。翌年に

は、障害者 27人を対象に縫製及び造花製造の職業訓練プログラムを

実証した。これを受けて、同人民委員会は、障害者向けに、縫製、線

香製造、造花製造、あん摩・マッサージ、食品製造・販売の５分野に

おいて、３か月間の職業訓練コースを年間１～３回開講し、生徒合計

135人が学習可能なプログラムを立案した。しかし、センター内の４

棟ある職業訓練棟のうち１棟（築 23年）は老朽化が進み、雨漏りで

かびが発生し不衛生であることに加え、崩落の危険があるため使用

できない。また、既存施設は、障害者を受け入れるための環境が十分に整っていないため、

障害者約 800 人の利用ニーズがあるにも関わらず、2024 年度の総受講者数 1,096 人のうち

障害者は２名のみとなっている。障害者向けに特化したプログラムを実施するためには、バ

リアフリー設計の新しい訓練棟の建設が必要となっている。 

 

現在の職業訓練施設 

 

３．供与金額  114,154米ドル（17,123,100円） 

 

４．実施団体  クアンチ省教育訓練局    



令和７年度草の根・人間の安全保障無償資金協力 

⑤ 「ラオカイ省シマカイ郡多目的避難施設建設計画」 

 

１．案件概要 

 ラオカイ省シマカイ郡において、ルジサン１地区及びラオチャイ地区の各地区に多目的避

難施設１棟（161.4㎡、鉄筋コンクリート造、集会室１室、多目的室２室、調理室１室、男

女別トイレ各１室、舗装広場）を建設することにより、災害時の避難スペースの確保を図り､

地域の災害対応能力の向上に寄与する。 

 

２．対象地域と現状 

（１）ラオカイ省シマカイ村  

（２）ベトナム政府は、防災法に基づき、コミュニティハウス等の公

共施設を多目的化し、災害時には避難所として活用する方針を掲げ

ている。しかし、シマカイ郡は峻険な山間に点在する集落を多く抱

えており、アクセスも困難であるため、すべての地区に十分な多目

的避難施設を整備できていない。とりわけ、本計画の対象地区であ

るサンチャイ村ルジサン１地区（65 世帯、400 人）及びクアンホタ

ン村ラオチャイ地区（118世帯、871人）は、郡内でも特に険阻な地

にあり、近隣に避難所として利用可能な耐災性を有するコミュニテ

ィハウスまたはこれに代わる施設が存在しない。2024年９月の台風

３号（ヤギ）による土砂災害では、サンチャイ村で７名が死亡し、多

くの建物が倒壊するなど、甚大な被害が発生し、避難施設の必要性

が顕在化したことから、両地区においては、災害時の安全な避難所としての機能を備え、か

つ平時には防災教育や地域活動など多面的に活用できる多目的避難施設の整備が喫緊の課

題となっている。 

 

台風３号による地すべりの被害で全壊したラオチャイ地区の旧コミュニティハウス 

 

３．供与金額  129,701米ドル（19,455,150円） 

 

４．実施団体  シマカイ村人民委員会  



令和７年度草の根・人間の安全保障無償資金協力 

⑥ 「イエンバイ省ヴァンイエン郡農業用水施設改修計画」 

 

１．案件概要 

 旧イエンバイ省（現ラオカイ省）スアンアイ村において、コンクリート製貯水池３か所及

び全長 1,600ｍの水路からなる灌漑施設を改修することにより、通年で安定した農業用水の

供給及び大雨や洪水による浸水被害の防止を図り、もって同村の農業生産性の向上に寄与す

る。 

 

２．対象地域と現状 

（１）ラオカイ省スアンアイ村 

（２）スアンアイ村クェットティエン地区の灌漑施設は、1991年に

住民により旧来の工法で建設されたもので、450 世帯（人口 1,640

人）、約 30.35haの耕地へ農業用水を供給している。しかし、貯水池

は水深が浅く、水量が不足しており、米の二期作に必要な水量の確

保が困難な状況である。台風３号による地滑りで土砂が流入したこ

とで、貯水能力はさらに低下した。また、堰堤は盛土構造のため水害

に弱く、台風で損壊し、漏水が発生した。応急処置で凌いでいる箇所

も多く、洪水時には再び損壊する危険性が高い。さらに、貯水池から

水田は水を供給する水路も複数箇所で損壊し、一部の水田は灌漑が

不可能となっている状況であり、灌漑施設の抜本的な改修が喫緊の

課題となっている。 

  

台風３号による被害で堤防が崩れた貯水池 

 

３．供与金額  125,111米ドル（18,766,650円） 

 

４．実施団体  スアンアイ村人民委員会 


